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XenillusheterosetigerAOKl,1967ﾔﾊｽﾞ サﾗﾀﾏｺﾞ ﾀﾞ ﾆ
Fissicepheusclavatus(AOK1,1959）ｺﾝﾎﾞ ｳｲｶﾀﾞ ﾆ
TegeozetestunlcatusbrevicIavaAOK|,1970ﾂﾊﾞｻｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
Arcoppiaviperoa(AOKI,1959）ｺﾌﾞ ﾋｹﾞ ﾂﾌﾞ ﾀﾞ 二
Goyopplasagami(AOKI,1984）ｻｶﾞ ﾐﾂﾌﾞ ﾀﾞ ﾆ
PergalumnalntermediaAOK1,1963ｱﾗｹﾞ ﾌﾘｿﾃﾞ ﾀﾞ ニ



























XylobQtidae(H)sp､3ｼﾀﾞ ﾚｺｿﾃﾞ ﾀﾞ ﾆ科(H)sp,3
ChamobatospusilIus(BERLESE,1895）ﾏｷﾊﾞﾈﾀﾞﾆ
Tricho反alurnnanipponica（AOK'’1966）ﾁﾋﾞｹﾞﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞニ
HypochthonieIlaminutissima（BERLESE,1904）ヒワﾀﾞﾆﾓﾄｰｷ
ｵｵｲﾚｺﾀﾞﾆ
ｧﾗﾒｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾁﾋﾞｺﾅﾀﾞﾆﾓﾄﾞｷ
ｶﾉｳﾆｵｳﾀﾞﾆ
ｴｿﾞﾋﾒｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ﾖﾂｸﾎﾞﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｸﾓｽｹﾀﾞﾆ
ﾐﾂﾊﾞﾏﾙﾀﾏｺﾞﾀﾞ
ﾊﾅﾋﾞﾗｲﾌﾞｼﾀﾞﾆ
ﾖｽｼﾞｯﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾔﾘｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ
1831
Phthirac田ussetosus（BANKS,1895）
AtroPacaruG(Atropacarus）striculus（C､L､KOCH
MaiaconothruspygmaeusAOKI,1969
HermanniakanoiAOKl，1959
BBlbBbarbataFUJlTAetFUJlKAWA1986
FosEerBmusquadnpertitUsGRANDJEAN,1965
EremobelbajaponicaAOK''1959
CuItroribuIatndentataAOK1,1965
CarabOdesbeIlusAOKl，1959
QUadroppiaqUadricarinata（MICHAEL,1885）
lscheloribateslanceoIatus.AOK|､1984
)sp・皇
ﾆｾｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾋﾒﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾔﾏｻｷｵﾆﾀﾞﾆ
ｺﾅﾀﾞﾆﾓﾄﾞｷspP・
ﾊﾅﾋﾞﾗｵﾆﾀﾞﾆ
ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ
ｻﾞﾗﾒﾆｵｳﾀﾞﾆ
ﾄﾞﾋﾞﾝﾀﾞﾆ
ﾜﾀｹﾞｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ﾖﾛｲｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ｾｽｼﾞｼｭｽﾞﾀﾞﾆ
ｴﾘﾅｼﾀﾞ二(A)sp.A
ﾏﾙﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ
ﾋﾒﾘｷｼﾀﾞﾆ
ﾋﾋﾞﾜﾚｲﾌﾞｼﾀﾞﾆ
ｶﾝﾑﾘｲｶﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｵｵｲｶﾀﾞﾆ
ｶｺｲｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
ｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
ﾀﾓｳﾂﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾅﾐﾂﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ(A)sp､11
ﾂﾌﾞ ﾀﾞ ﾆ科spp
ﾅｷﾞ ﾅﾀﾏﾀﾞ ﾆ
ﾏﾄﾞﾀﾞﾆ科spP、
ﾌｸﾛﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ
ｺﾝﾎﾞｳｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ
ｼﾀﾞﾚｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ科(｝
ｵｹｻｺﾊﾞﾈﾀﾞﾆ
ｴﾝﾏﾀ・二
Mesoplophora（Parplophora）japonicaAOKl,1970
PhthiracarusjaponicusAOK|‘1958
Rhysotntiaardua（C,LKOCH,1841）
Platynothrl』syamasakji(AOKI,1958）
Malaconothridaespp,
NothruEbiciliatuEC.L,KOCH,1841
NanhermanniaeIegantuIaBERLESE,1913
Hennanniagibba(C,LKOCH‘1839）
HGnnannieIlapunctuIataBERLESE‘1908
Epidamaeus什agilisENAMIetFUJIKAWA1989
TectodamaGusarmatusAOK1,1984
TectodamaeusstnatusENAMletAOKl,1988
Defectamerus(A)sp,A､
CultroribulaIataAOKI,1961
Ceratopplaquadridentata（HALLER,1882）
CarabodGsnmosuBAOKl,1959
Fi“icepheuscoronariusAOKl,1967
MegalotocepheusjaponicusAOK1.1965
TectocephGuselegansOHKUBO,1981
Tectocepheusvelatus（MICHAEL,1880）
Multioppia(MuItilanceoppia)brevipectinataSUZUKl,197畠
Oppiellanova（OUDEMANSo1902）
Oppia(A)sp､11
OppiidaeEpl
FIa唾osuctobelbanaglnata(AOKI,1961〉
Suctobelbidaespp・
NeoribatGsroubaIi（BERLESE,1910）
ScheloribatesIatipes（C､L,KOCH､1841：
XyIobatidae(H)sp､2
OcesobateskumadaiAOKl,1965
EupeIop6acromios（HERMANN,1804）
種類数
個体数
?〕?????????????
54
441 28弓
:川
188
??????
389
宇奈月町内山
1997.7.13
No．」
1997.7.13
Ⅲ
富山県東部の低地型ブナ林とササラダニ類
0.86ha/ha（21％）と0.74ha/ha（18％）であった。こ
のブナ林は照葉樹林要素のアカシデやアオハダ，ウラ
ジロガシを含み，種多様度が高く，基底面積も大きい
ことから低地型ブナ林と考えられる。
2．ササラダニ類について
1997年7月13日，内山および烏帽子林道のブナ林か
ら採集したササラダニ類の種類と個体数を表4に示し
た。内山ブナ林からは54種，733個体,烏帽子林道ブナ
林からは55種，577個体，計72種,1310個体のササラダ
ニ類が得られた。種類数，個体数ともに両ブナ林はよ
く似た値を示した。両ブナ林に共通して出現した種は
37種，Jaccardの共通係数二0.51でやはり類似性の高い
ことを示している。
平内（1997）は富山県内6地点の山地ブナ林（有峰
西谷1220m，瀬戸蔵山1280m，カルデラ松尾峠下
1470m，白木峰1550m，僧ケ岳1410m，朝日岳イブリ
山1305m）から計18の土壌資料を採集し，調査した結
果，145種類のササラダニ類を得た｡これらの山地ブナ
林と内山・烏帽子林道の低地ブナ林のササラダニ類の
種組成を比較してみると，山地ブナ林には出現せず，
低地ブナ林にのみ出現したのは表4中のI～Ⅲの17種
類で24％を占めている。中でも，コンボウイカダニ，
ツバサクワガタダニ，コブヒゲツブダニ，イゲタスネ
ナガダニは，青木（1983）や原田（1988）が暖温帯，
中部地方低地帯に分布の中心を持つ種としてあげてい
るササラダニ類である。個体数から見ても，ツバサク
ワガタダニは内山ブナ林の，コンボウイカダニは烏帽
子林道ブナ林のそれぞれ優占種となっている。これら
のことは，内山ブナ林や烏帽子林道ブナ林が，植生的
に照葉樹のウラジロガシやアカガシと混生していると
いう暖地性の特徴を持っていることに対応しており興
味深い。一方，県内の山地ブナ林と共通する種は表4
のⅣ～Ⅵの55種であるが，これらがすべてブナ林を特
徴づける種ではなく，むしろヒメヘソイレコダニ，ヒ
メリキシダニ，ヒビワレイブシダニ，ナミツブダニ，
コンボウオトヒメダニなど幅広い環境に出現する普遍
的な種が多い。しかし，ヒワダニモドキ，ヤマトイレ
コダニ，ツキノワダニ，ドビンダニ，ミツバマルタマ
ゴダニ，ツヤタマゴダニ，リキシダニ，ヨーロッパツ
ブダニ，オケサコバネダニなどは日本海側のブナ林に
結びつく種ではないかと注目されている。中でも，ヒ
ワダニモドキ，ヤマトイレコダニ，ツキノワダニ，ド
ビンダニ，ツヤタマゴダニの5種はこれまでの県内の
ブナ林からの採集で100％出現している種であり，これ
らの出現はブナ林としての特性も示唆していると考え
られる。今後，採集地および採集回数をさらに増やし
12
て検討したい。
カントウチビイレコダニ，コブヒゲツブダニ，サガ
ミツブダニ，コンボウマドダニ,クサビフリソデダニ，
カブトダニは富山県新記録である。
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